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1980年代から90年代を中心に-

古川直樹

はじめに

アフガニスタンの国内政治と国際関係に関する研究は、 9.ll (「米国同時多

発テロ」)事件後の同国-の「報復」攻撃とそれによるクーリバーン政権崩壊

を経て、数多く出版されてきている。その中で、 2007年に出版された鈴木均

編著の研究1と、それに先立ちイランで出版されたドゥラトア-バーディーに

よる研究(2003年) 2は、ジャーナリスティックな当該研究が多い中で、特

に注目に値する成果として指摘されねばならない。

まず、鈴木による研究は、種々の視角からこの国の中長期的な国家統合を

めぐる諸問題を浮き彫りにしている。アフガニスタンの国家としての統合原

理の分析から始まり、同国における非公開経済、軍閥の歴史的・理念的考察、

バザーラを中心とした少数・周縁諸民族の事例分析など、その分析対象は多

岐に及んでおり、ここでその全ての成果を紹介することは到底出来ないが、

本稿と直接関わる点のみを若干紹介すれば、同書の基本的問題関心でもある

アフガニスタンの国家統合の本質的・原理的な部分の脆弱性がある。

この問題関心から出発し、その研究ではアフガニスタンの国家統合原理の

特徴として以下の如き認識を一つの結論としている。すなわち、アフガニス

タンの統合原理として、

① 「デュアランド・ライン」によって欠落と不安定性を内包した主要民族と

してのパシュトクーン(のドゥツラーニー王家)、

②非合理性と内部的異分子(ス-フィー教団やシーア派など)を内包する伝

統的宗教としてのイスラーム、

③伝統的な血縁的部族制度と外圧によって半ば強制された擬似民主主義制

度の折衷としてのロヤ・ジルガ(国民大会議、引用者)、
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が指摘され、それらが「互いに支え合いもたれ合ってアフガニスタン国家を

国際的な磁場の中に成立させるという構造を、その近代史を通じて維持して

きた3」ということである。

ここでは「近代史」に限定されているとはいえ、ポストタ-リバーン期

のアフガニスタンが不安定ながらも国家の体裁を維持している背景として、

これら3つの相互補完的な国家統合原理が指摘されていることから、かかる

認識は現在のアフガニスタン分析にも適用可能であると言える。しかし、そ

の原理の一つである主要民族パシュトクーン( ・ドゥツラーニー)について

のそこでの分析は、もっぱら君主制が廃止される1970年代までであり、そ

れ以後との関わりでの分析は十分とは言えない。

次に、後者のドゥラトア-バーディーの研究は、アフガニスタンの地理、

民族、言語、宗教の概要、近現代を通じた行政区画の変遷や歴代政権期の文

化的側面および経済状況や軍隊の規模に至るまで、数多くのデータを収録し、

資料集的要素を含んだ価値を有した研究書として注目すべき内容となってい

る。また、この研究の特徴は、アフガニスタンで圧倒的な多数派を構成する

スンナ派ではなく、イランの国教と同じシーア派イスラームを信仰する少数

派民族集団のハザ-ラ寄りの立場を示し、その点で必ずしも「中立的」な研

究とは言えないところにある。さらに、そこには項目によっで情報量にムラ

があることも認められる。そうであるとしても、歴史叙述の章に関して入手

困難なべルシア語資料に基づき論述されているなど、従来の英語・日本語文

献では未だ紹介されていない資料も含む点から、大変有益な研究であること

に変わりはない。

以上、これら代表的な研究をはじめ、欧米での先行研究やデータ、資料を

用いながら、小論は特に現代アフガニスタンの歴代指導者が自政権の正統性

を確保しつつ、如何に国内統一を図る政策を展開してきたかという点に着目

し、 1980年代～90年代の同国の国内政治の分析を行うことを主たる目的と

している。そのためにまず、現代アフガニスタンの考察に必要な歴史的前提

として、パシュトウ-ン支配期(1747-1978)における国内政治を概観する。

そのうえで、社会主義政権期(1978-91)と内戦期(1992-2001)に分けて、

現代アフガニスタンの危機的な政治状況を考察していく。これにより、その
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過程で立ち現れる国内統一原理に関わる政策的変化を抽出できればと考える。

1.パシュトウーン支配下の国内政治の諸相(1747-1978)

国民が多民族・多宗教多宗派4より構成されるアフガニスタンの国家的成立

は、 1747年にドゥツラーニー部族連合出身のアフマド・シヤー・ドゥツラー

ニーの権力掌握によって始まる。以来、ダーウード・ハーンによる共和政期

(1973-78)まで、パシュトクーンが政治的支配権を掌握していた時期であ

る。この2世紀以上もの間のパシュトクーン支配政権の中で、小論のテーマ

である国家統合との関係で重要な政権を拾い出せば、特にアブドウツラフマ

-ン・ハーン政権期(1880-1901)、アマ-ヌツラー・ハーン政権期(1919-29)

およびザ-ヒル・シヤー政権期(1929-73)であろう。ここでは紙幅の都合

もあり、それらに主に焦点を当て検討することとしたい。

(1)アフガニスタンの緩衝国化と「鉄のアミール」による中央集権化

アブドウツラフマ-ンは18世紀のアミール、ド-スト・ムハンマド・ハ

ーン(在位1819-39 : 1842-63)の息子、ムハンマド・アフザルの長男とし

て生まれ、ブバラのアミールの庇護の下で1869年から10年間タシケントに

亡命していた。ロシア帝国の南進政策に危機感を募らせていたベンジャミ

ン・ディズレ-リー内閣率いる英国とアフガニスタン間で展開された第二次

英・ア戦争(1878-81)はアブドウツラフマ-ンがアフガニスタンに帰国す

る重要な契機となった。この戦争末期、北部マザーリシャリーフ-と逃れた

国王シェ-ル・アリー・ハーン(在位1863-80)の死去の前後に、カープル

政府の弱体振りが露呈すると共に、アフガニスタンの国内治安は悪化の一途

を辿っていた。こうした状況に鑑み、アブドウツラフマ-ンはロシアの了解

を取り付けた上で、アミール(国王)として祖国に迎えられる条件も整った

からである。そして、生涯を通じたアミールとしてのアブドウツラフマ-ン

の使命は彼自身の以下の言葉に収赦される。

何百もの取るに足らないハーン、略奪者、盗賊、人殺しをすべて排除す

る-ためには封建制と部族制度を破壊し、壮大な共同体を一つの法と

支配の下に置き換える必要があった5。
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この言葉から理解できるように、アブドウツラフマ-ンにとって国家建設

上長も緊急な課題は中央集権的な国家統一にこそあったO　そして、これを遂

行するに際して、彼の姿勢は極めて冷徹かつ非妥協的であったと言える。実

際、閣僚や内閣を持たず、州長官に対しても絶対的な権力を振るい、さらに

は捕虜や囚人の死刑執行すらも彼自身の手で実施した6。それ故、かかる手法

をとる彼には「鉄のアミール」との異名が与えられるほどでもある。

ところで、このアブドウツラフマ-ンの権力獲得の背景には英国の存在が

あったことは良く知られている。先の第二次英・ア戦争終結前後、アフガニ

スタンを「保護国」として占領した英国は、明らかな支配の行き詰まりに直

面し、また1880年にはシェ-ル・アリーから王位を委譲されたヤアクーブ・

ハーンの兄弟である-ラート太守ムハンマド・アイユープ・ハーン軍との戦

争で大敗を喫していた。かかる状況から英国は、この国を強力に支配しうる

親英的指導者を希求していた7。他方、当初親露的な姿勢を採用していたアブ

ドウツラフマ-ンも、アフガニスタン-の入国前後から対英接近を画策して

おり8、かくして双方の利害の一致によって両者の溝は埋められたということ

ができる1879年にヤアクープと英国間で既に締結済みのガンダマク条約

(1879)をアブドウツラフマ-ンが追認した結果、彼の国王就任も英国から

承認された。

英国がアフガニスタン政府に補助金を毎年支払う代わりに、アフガニスタ

ンが英国に外交権を委譲することを骨子とするこのガンダマク条約は、二つ

の点で重要な意味を有している。すなわち、第一にこの外交権を取得したこ

とで、英国はロシアとの間で極めて政治的性格を有する国境線を取り決め、

それが以後アフガニスタンを英・露両国の「緩衝国」として存続させる契機と

なったことである。それと直接関連し、第二に英国からの補助金を利用した

アブドウツラフマ-ンの中央集権化の強行の余地も生まれたことは、その後

のアフガニスタン国家の性格を規定する条件として重要な意味を有したこと

も注目される必要がある。

さて、彼による国家統合を目指す中央集権化政策について特徴的なことは

民族/部族的な「差別化」を強く打ち出していたことにある。具体的に言え

ば、 「スンナ派、パシュトクーン、ムハンマドザイ-」 (以下、 「S-P-M」
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義:王族支配期から社会主義政権期(1880年-1978年)の総兵力の内訳

アブドウツラフマ-ン

政権期(r. 1880- 1901)

総兵力

堰
ハビープッラー政権期　　　総兵力

(r. 1901-19)

アマ-ヌツラー政権期　　　総兵力

伝.1919-29

ナ-デル政権期

伝. 1929-33

ザ-ヒル政権期

(r. 1933-73)

ダーウード政権期

伝. 1973-78

タラーキー政権期

伝. 1978)

総兵力

総兵力

総兵力

総兵力

兵部隊

奇兵部隊

包兵部隊

王親衛隊

戦車

戦闘車両

装甲車

砲弾

航空機

88,400 (人)

56, 000

16,000

10,000

6, 400

先王軍とほぼ同数

-60, 000

60,000

40,000

40, 000-90, 000

90,000

145,000

65 (育)

78

780

1,920 (発)

150 (機)

-リコブタ-　　　　　　25

地対空ロケット　　　　　3 (本)

出典: Basir Ahmad Dowlatabadi,戯enasnameh-ye A>釦anes,血n, Nashre `Erfan.

Tfehran, 1382, ss. 557-563より筆者作成O

と略記)が政治・社会的利益を排他的に享受する支配システムであり、その

条件に合致しない諸個人や諸集団はその中央集権的政治体制から排除された。

上記表にあるように、当時としては類を見ない大規模な国軍がアブドウツ
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ラフマ-ンのかかる中央集権化政策を支えたことは間違いない。英国の莫大

な補助金を前提に新設された彼の軍の総兵力は約88,400人であったと言わ

れており、彼以降の歴代政府の保有した総兵力と比べてもその規模の大きさ

は理解できる。この圧倒的な軍事力を背景に、アブドウツラフマ-ンは敵対

的な他の民族/部族反乱を鎮圧・打倒した。また、自らの権威に挑戦するギ

ルザイ-部族連合の一部をシーア派ハザ-ラが数多く居住する中央部ハザ-

ラジャート、さらにタジークが主に居住する北東部に強制移住させるという

政策も強行している。

こうした手法を用い、彼は敵対的な諸集団の脅威を排除することに成功し

た。さらに、上記民族的少数派、特にバザーラから剥奪した富裕な土地を、

パシュトクーン内部の不満分子に分配する一方で9、バザーラに対しては「異

端者に対するジハード」と規定した上で3年に渡る戦争(1891-93)も実施

している10。アブドウツラフマ-ンの対パシュトクーン・対少数民族政策は、

その性格において常に一貫性を持ったものであったとは必ずしも言い切れな

い11。しかし現在も中央部と東北部にギルザイ一系パシュトクーンが居住し、

上記戦争後に奴隷化されたバザーラの場合、つい最近まで政治的には周縁に

追いやられていたことから、アブドウツラフマ-ンの支配政策がこの国の諸

民族/部族のその後のあり方に与えた影響は歴史的に極めて大きなものであ

ったと言うことができる。

だが、他方で部族制度の解体をも視野に入れた彼の権力は、自らの血族的

な氏族、それに連なる部族や忠誠を誓うパシュトクーン・コミュニティに依

存していた側面もある12。この点は例えば、これまで以上に厳しい徴税を実

施し、民族を分断するような行政区画を採用しながら、主要な政府官僚ポス

トには王族関係者に加えて、彼の権力に忠実なカンダバールのモバンマドザ

イ-指導者たちを通じて選ばれた者たちが登用されていたことにも窺える130

(2) 「開明的」国王統治下の近代化と「国民」創造の挫折

アブドウツラフマ-ンの死後、父王の後を継ぎ、国務を宮廷に委ねる代わ

りに自らは快楽的で放蕩な生活に勤しんだと評される14ハビープッラー・ハ

ーン(在位1901-19)の統治期を経て、 「開明的」国王として評されるアマ-
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ヌッラーが王位に就くに当たっては、同じく軍部の支持があった。しかし、

その統治スタイルはそれまでと大きく性格を異にしている。彼は、アフガニ

スタンの西洋的近代化とそれに基づくアフガニスタン国民の創出に向けた政

策を試みているからである。

まず、アブドウツラフマ-ン統治期に導入された英国の「保護国」という

従属的な地位からの脱却がその第一歩であった。王位を継承するや直ちに独

立を宣言した彼は、第一次大戦を終えたばかりで長期的な戦争を行う余裕が

ないという英国側の事情に助けられ、第三次英・ア戦争(1919)に短期間で

事実上の勝利を収めた。その後、両国間で締結されたラーワルピンディ-条

約により外交権の回復の代わりに、デュアランド・ライン(1893年)の再確

認と共に英国からの年補助金支給は停止されたが、アマ-ヌッラー自身の正

統性はこの対英戦争を通じた独立の達成で補強された15。保守的宗教学者や

部族指導者の支持から威信を高めた彼のもとで、徐々に「愛国」的気運も知

識人層を中心に育まれることになったからである。

既にハビープッラーの治世に開設されていた世俗的高等教育機関「パピー

ピーヤ・カレッジ」がかかる知識人を輩出していた。アフガニスタン史上初

めての憲法(「ニザ-ム・ナ-メ」)が同カレッジ出身の立憲派グループ

(Goruh-e Mashrute Khahan)や改革主義者として名高いマフムード・ペ

グ・タルジーの支援の下で隣国イランの1906年憲法を模倣して制定された。

これによって徐々に国内体制を整備した彼の近代化政策は、特に約8ケ月に

及んだ1927年の渡欧からの帰国後に積極的に実施された。二院制の採用、

政教分離、ヴェール廃止を含む女性解放などが打ち出されている。

ところで、以上の近代化政策は既述の「S-P-M」というアフガニスタン

の伝統的支配原理に真っ向から対立する性格を有している。例えば、先の憲

法において「アフガニスタン王国に居住するものは、宗教や階層の違いなく

アフガニスタン国民である16」 (第8条)と明記され、民族的・宗教的マイノ

リティーの権利と自由が保障されたことは、その点を象徴的に示している。

加えて、かつてアブドウツラフマ-ンにより制定され、ハビープッラーの時

代に慣習化していたバザーラなどシーア派少数民族に対する奴隷法も同時に

破棄されている。
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アマ-ヌッラーによる従来の支配システムからの脱却の試みはそれだけ

ではない。上記憲法制定後の1924年3月にホーストで発生した反乱鎮静化

を目的に憲法改正ロヤ・ジルガが開催されたが17、その参加者は明らかに非

パシュトクーンが過半数を占め、その伝統的な議決の場からパシュトクーン

支配の性格を取り去ろうとしたことが窺える。 9つの地域から国王の指名に

より選ばれた総勢1,054人の参加者のうち、 68%が非パシュトクーン居住地

域(-ラート、ガトガン、バダフシヤーン、トルケスターン、マイマナ、フ

アラー)とカープル州内非パシュトクーン居住地域出身者であり、残り32%

が東部地域、カンダバール、南部地域とカープル州内のパシュトクーン居住

地域出身者であった18。その結果、 「S - P -M」が故に政治舞台から排除さ

れてきたバザーラを含む国内少数民族集団がこれまでにないほどカープル政

府を支持したと言われる19。

当然こうした性格を率むが故に、アマ-ヌッラー国王政権に対する反発は

伝統的な社会から生まれる200　それに対して、財政難から軍事予算も削減さ

れていた軍部も国王政権-の支持を撤回した。さらに、サルダール・アブド

ウル・クドゥス・ハーン首相との意見対立に端を発する政府内部の腐敗・汚

職により政権内部の足場が揺らいだことで、かかる政策に反対する民衆の蜂

起を押さえ込むことに失敗した。その結果、アマ-ヌッラーは志半ばでイタ

リア-亡命することになる。

国王アマ-ヌッラーは確かに「S -P-M」の変革を迫る意図を有し、民族

/部族の相違を超えたアフガニスタン「国民」の創設を試みようとした。し

かし、パシュトクーン・スンナ派ムスリムがマジョリティーを占めるこの国

で支配的であると同時に伝統的な政治システムの変更が如何に難しいかを如

実に示す結果となり、以後の為政者が直面せざるを得ない国民的課題でもあ

り続けることになる。

(3)ムサーヒバーン時代の支配的特徴と新たな展開

アマ-ヌッラーの失脚後、 1929年にハビープッラー・カラーカーニーが一

時的にモッラー(下級宗教学者)の支持を得て政権を奪取した。パシュトク

ーンに次ぐ第二の民族的規模を有するタジーク出身で、しかも「水運び人の
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息子(バッチェ・サッカーウ)」との蔑称に表れるように出自さえも問題視さ

れた彼が如何に政治舞台に躍り出ることができたかは、未だ十分検討すべき

資料が無いため判断は難しい。しかし、その政治的台頭過程では民衆の宗教

感情を巧みに利用し、イスラーム法に基づく統治を試みようとした点で、後

のタ-リバーンの「プロトタイプ」として注目されるかもしれない21。

ともあれ、 1年足らずで政権を追われたカラーカーニーに代わって政権を

掌握したのは、アマ-ヌツラーの従兄弟にあたるナ-デル・シヤー(在位

1929-33)であった。そこに成立した支配はムハンマドザイ-の中でもムサ

ーヒバーン一族を中心に据えたものであり、それまでのドゥツラーニー支配

体制との間に確かに相違がある。彼に先立つ支配はアブドウツラフマ-ン以

来の軍事的な中央集権的政治体制を特徴としたが、ナ-デル政権期には総兵

力4万-の激減に示されるように、もはや政権の重要なバックボーンではな

かった。その結果、ナ-デルの採用した政策も地方社会や伝統的、宗教的権

威-の不介入を旨とし、地方分権的様相を濃厚に示した220　その方策は彼の

息子であるザ-ヒルを国王に据えた政権にも踏襲され、その統治期の特徴の

一つを構成することになる。

加えて、ザ-ヒル支配期の特徴は徴税システムの破綻による財政難を外国

からの援助に依存する姿勢に見ることができる。ナ-デル時代の外交政策も

英・ソとの等距離外交にあったが、ザ-ヒル政権期では域内-の介入を始め

たドイツ、イタリア、日本との関係構築も第二次世界大戦発生まで追求され

た23。それに関連し、国家財政の大半を外国援助に依存する財政事情から、

当時のアフガニスタンを「レンティア国家(金利依存型国家)」と、国際政治

学者バーネット・ルービンは位置付けている24。ともあれ、こうした外国か

らの資金援助によって、ナ-デルの治世ではアフガニスタン北部トルケスタ

ーン地域と首都カープルを結ぶ幹線道路が敷設され、ザ-ヒル支配期には北

部ガトガンを中心に綿栽培の生産拡大政策も図られている25。

パシュトクーン・ナショナリズムの唱道も43年に及ぶザ-ヒル政権期の

いま一つの支配的特徴として指摘できよう。これは特に、 1947年に北西辺境

州を中心に同じパシュトクーンを抱えっっ隣国パキスタンが独立したことを

契機に高揚を遂げるが、それ以前でさえ、未だ若年のザ-ヒルの摂政役を担
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った首相モバンマド・パーシェム(1929-46) 26が率いた政府による政策にも

見ることができる1937年には「パシュト-・トラナ(パシュト-・アカデ

ミー)」の創設はその一例である。パシュト一語をベルシア語系のダリ一語に

置き換える国語運動がこの組織を中心に展開され、公共領域におけるパシュ

ト一語使用を義務付ける政策も実施された。しかしこの政策は、それまでダ

リ一語を共通語として用いてきた行政機関や教育機関での混乱さえもたらし

m

加えて、この言語政策は非パシュトクーンも射程に入れる言語的な同化・

差別政策の性格を有していた点で、当然非パシュトクーン系少数民族から警

戒された27.限定的な政治的自由化を行った点で「民主主義の父」とも称さ

れたシヤー・マフムード首相期(1946-53)においてさえ、パシュトクーン・

ナショナリズム組織が政治的に台頭し、彼らマイノリティーの自治を拒否す

る強硬姿勢を打ち出していたからである28。

ただ、第三の特徴として指摘できるパシュトクーン・ナショナリズムは終

始一貫したザ-ヒル政権支配期の特徴とは言えないことも確かである。特に

「パシュトクーニスターン(パシュトクーン人の国)」建設を熱心に主張した

ムハンマド・ダーウード首相期にはパキスタンとの国交が1961-63年に断絶

するまでに深刻化した結果、彼が事態の責任を取って首相を辞任すると、国

王ザ-ヒルの主導下で非パシュトクーン擁護を盛り込んだ限定的民主化政策

も導入されるなど、若干の修正が施されたことも見逃せない。そこでは、首

相としての非パシュトクーン系民間人の技擢の他、非パシュトクーン系少数

民族と女性、そしてヒンドゥー教徒1名も参加した新憲法採択のロヤ・ジル

ガ(出席者総数452人)の開催も新たな政策として採用された29。その結果、

議会制を導入した新憲法では、歴代憲法でスンナ派ハナフィーを「公定法学

派」とした規定が削除され、さらに一部少数民族言語によるラジオ放送の開

始も改革政策の一環として採用されたと言われている30。

これと共に、この時期注目すべき現象としてカープル大学を中心に知識人

と学生による政治活動の活発化がある。後にソ連の後援の下で政権を奪取す

る「アフガニスタン人民民主党(People's Democratic Party of

Afghanistan) 」が1965年に設立された他、カープル大学イスラーム学部主
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任教授ゴラーム・モバンマド・ニヤーズィ-の下で教授陣や大学生を中心に

「イスラーム協会(Jami'at-eIslami)」もほぼ同時期に発足している。後に

パルチャム派とハルク派に分裂し31、派閥的闘争を繰り返していた前者と、

イスラーム政治の実践を目指す後者の間でも絶えず衝突は繰り返されていた

が、興味深いことに、両組織メンバーの大半が民族/部族的出自において、

いずれも共通して非パシュトクーン/非ドゥツラーニーであった。

1952年にエジプト、 58年にイラクで王制が廃止されるなどといった中東

情勢が、かかるアフガニスタンでのパシュトクーン・ナショナリズムの高揚

から衰退、それに変わる知識人を中心とした左翼的運動やイスラーム運動の

発展、そこでの非パシュトクーン系少数民族の政治的進出にどう結び付くか

を論証することはできない。しかしながら、アブドウツラフマ-ン政権期の

遺産とも言えるパシュトクーン( ・ドゥツラーニー)優勢の支配体制が後退し

始めていたという事実は確認できる。

また、それに歯止めをかけようとする動きが1973年のダーウード元首相

による王政打倒クーデターであったとも考えられる。しかし、彼の政権もわ

ずか5年後の78年にはPDPA党員主導の軍事クーデターで打倒されるo

PDPA内部に既に被支配民族/部族出身者が数多く進出していた事情を鑑

みれば、 78年クーデター(「サウル革命」)は1747年以来続いてきたパシュ

トクーンの政治的支配の恒常化をもはや許さない事態がアフガニスタンにお

いて成立していたことを物語るものでもあろう。政権を担ったPDPAだけで

なく、その社会主義的な政策に反対し、武装闘争を展開するイスラーム協会

の躍進もその点を裏付けているように考えられる。

2. PDPA政権と国内和平・統-の苦難(1978-1992)
(1 )反政府反乱の大規模化とPDPA政権の和解政策

ダーウード政権を打倒し、政権奪取に成功したPDPAは直ちに革命評議会

を設置した。結党後まもなくして表面化した派閥闘争は、ソ連の圧力下で表

面上は和解に達し、ハルク派指導者ヌール・モバンマド・タラーキーが同評

議会議長兼首相に、同じくハルク派バーフィズッラー・アミーンが首相補佐

兼外相に、そしてもう一人の首相補佐にはパルチャム派指導者バープラク・
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カールマルが就任した32。タラーキーと革命政権の権限範囲については、 1978

年5月発布の第1法令と第2法令で明記された。

ところで、 PDPAはこのクーデターを「サウル革命」と位置付けたが、そ

れは実質的には「革命」と呼べるものではなく、あくまでも軍部中心のクー

デターでしかなかった。しかし、このクーデターを契機に政治舞台からドゥ

ッラーニー(部族連合)色が消え去り33、代わりに非王族のパシュトクーン

系バラクザイ-や非パシュトクーンとシーア派がPDPA指導部内に参入し

たことを鑑みると、アブドウツラフマ-ン時代以来続いてきた「S-P-M」

支配を否定・排除したという意味で、確かに「革命的」であったとも言える。

実際、これ以降は非パシュトクーン系民族/部族の政治参加が様々な摩擦を

生みつつ当然のものとなっていく。

さて、ハルク派政権の採用した諸政策の性格はPDPAによる将来的国家像

を反映している。その点は、同党の結党から1年4カ月後の66年4月11日

に週刊ハルク紙に掲載された「PDPA行動計画」 34から窺い知ることができ

る。その「行動計画」から読み取る限り、当初PDPAが目標としたのは、マ

ルクス主義理論に忠実に従って、アフガニスタンを社会主義化することにあ

った。実際、ハルク派政府は79年12月のソ連軍の侵攻までに、上記2法令

に付け加え6つの法令を発令したが、これら一連の法令内容は伝統的な社会

構造の「改造」を意図した上記目標の達成を試みるものであり、当然それに

対する社会の側からの反発に直面することになった35。

78年政変直前のアフガニスタンにおける識字率は、全人口で10%以下で

あったとされている360こうした教育レベルからすれば、多くの国民がPDPA

政権に対する反乱に参加した背景には、単に社会主義的政策を理解した上で

の反発というよりは、むしろ彼らがこれまで陰れ親しんできた伝統的でイス

ラーム的、かつ部族集団主義的な秩序-の破壊に対する反発が指導者によっ

て煽動的に語られることで広く共有されたことが大きいと考えられる。そこ

にPDPAの無神論的(唯物論)社会主義イデオロギーと対ソ依存体質-の社

会の側からの敵意も加わったものと見なされる37。さらに、ハルク派政権指

導部が何ら政治的正統性を持ち得ない「身分の低い」ギルザイ-部族連合出

身者から構成されたことも、反乱の拡大において決定的であったとも吾われ
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る38。

このような反乱が徐々にアフガニスタン全土に拡大し、タラーキー首班の

ハルク派政権の弾圧政策も悉く失敗した。その結果、 1979年4月に彼に代

わってアミーンが革命評議会議長兼首相に就任した39。しかし、ソ連の意向

に反して政権トップに就いたアミーンの試みも功を奏することはなく、遂に

同年12月にはソ連軍が軍事侵攻し、殺害されたアミーンの後任としてパル

チャム派指導者カールマルが大統領に就任した。以後、ムハンマド・ナジブ

ッラーにPDPAの指導権を譲り渡す86年まで、前ハルク派政権と異なるス

タンスからカールマル政府は反乱の拡大抑止と国内統一の達成に向けた種々

の政策を試みている。

まず、カールマルは1979年12月以降を4月革命の第2段階と見なし、そ

れまでの「急進路線」を否定し、白政権の政策を「漸進路線」と位置付けた。

無論、反乱を継続するムジャー-ディーン勢力に対して徹底抗戦を放棄した

わけではなく、あくまでこれ以上社会の側での反政府姿勢の拡大を抑止する

ことが先決であり、その点で社会の側の反感を和らげることをこの路線の目

的としていたと言える。その具体策として、 80年4月に「アフガニスタン民

主共和国基本原則」 40が公布され、イスラームの尊重と宗教儀礼実践の自由

が保障された(第5条および第29条)。また、翌年4月にはイスラーム問題

省が設置され、 11月にはカーブルのモスク修復工事を行うなど、宗教的な配

慮を含んだ政策も実施している。さらにハルク派政権下で無条件に進められ

た農地改革(78年12月発表の第8法令)も81年8月に「第1次修正布告」

を発表し、限定的ながら私的土地所有を認可する政策姿勢を見せた410

加えて、政府関係組織の人事面でも修正を加え、 PDPA色を薄める方策を

講じている.例えば、非PDPA党員の支援獲得を目的に81年には「民族祖

国戦線(National Fatherland Front) 」が召集された。 80年の組閣時点で閣

僚や上級顧問としてPDPAに属さない11人が任命され、その内8人は社会

主義とは無関係な者(残る3人はPDPA以外の左翼地下組織関係者)であっ

た。また、 80年3月～5月に公職を得た191人中78人が非PDPA党員で占

められた42。

だが、こうした政策はムジャー-ディーンを中心とした反政府反乱の拡大
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を食い止めることはできなかった。ソ連-の軍事的、経済的、政治的依存傾

向はこうした微修正によって覆い隠すことはできず、また宥和的政策も徐々

に中身の無いものであることが露呈したからである。例えば、上記のNFF

は発足後1年足らずで実際閉鎖性の高い組織であると見なされた1981年

末までに、政府内の指導的立場にあった8名の非社会主義者のうち政府顧問

に留まったのはわずか1人であり43、その他は全てPDPA党員によって占め

られることとなった44。さらに、基本原則において国の最高機関(第35条)

と位置付けられたロヤ・ジルガは、代表者を選出する自由選挙に必要な条件

が準備できるまでの間、革命評議会がその代替機関して機能する旨が明記(第

36条)されており、前者は有名無実の規定に過ぎなかった。

カールマル政府指導部の民族的出自も旧ハルク派政権と同様に、パシュト

クーン抵抗勢力との和解を難しくする要因であったと考えられる。 82年開催

のPDPA全国党大会で、カールマルは政府基本方針としてパシュトクーンの

歴史的役割の尊重を謳ったが46、しかしその反面、カールマル自身の民族的

出自は、実際のところ不明な点も多いが脱部族化した都市部パシュトクーン

かタジークであったとも言われている。また80年に首相補佐となったスル

ターン・アリー・ケシュトマンドはバザーラであった。こうした非パシュトク

ーン主体の政府指導部の性格は、少なくともパシュトクーンからの支持を取

り付ける際に大きな障害として作用したことは否めない。

ムジャー-ディーンとソ連軍間の戦闘が一向に拡大・激化する中で、以上

のカールマル政府の表面的な融和政策も一向に成果を挙げるものではなかっ

た。当時のカープル政府にせよ、ソ連軍当局にせよ、軍事力によってムジャ

ー-ディーンとの戦争の早期解決を予想していたかもしれないが、事態はそ

うした予想とは全く逆の方向に推移していった。

(2)対ソ戦争下におけるナジープッラー政権の和解政策の特徴

カールマルの更迭後、革命評議会議長となったギルザイ一系パシュトクー

ン出身のナジープッラーは1987年1月に「国民和解政策」を発表した。そ

の中身は、明確に政府に反対していたムジャー-ディーン諸勢力-の歩み寄

りさえも試みるものであり、カールマルの和解政策とはその点で性格を異に
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している。国民和解政策の内容には、停戦の宣言、政府内部での他政党もし

くは諸個人との権力の分有、ならびに国名変更などが盛り込まれていた46。

ナジープッラーはこの「国民和解政策」の具体化措置として、新憲紘の採

択を目的としたロヤ・ジルガを1987年11月に開催している。このロヤ・ジ

ルガで採択された新憲法は「アフガニスタン共和国憲法」 47の名を冠してお

り、社会主義国家を示唆しがちな「民主」という言葉も削除された。またイ

スラームは再度国教として明記され、シャリーア(宗教法)の役割も確認さ

れた(第2条)。国家政体として大統領制を採用し(第71条)、複数政党制

の導入が約束され(第5条)、二院制を採用した(第78条)。さらに、ロヤ・

ジルガは「最高の意思表明」の機関であると見なされ(第65条)、大統額の

選出と辞表受理、宣戦布告と休戦-の同意、そして国家の命運を左右するそ

の他重要問題について決定を下す権限があるものと明記された(第67条)0

なお、ナジープッラーは同ロヤ・ジルガで改めて大統領に選出されている。

さて、ハルク派政権に対する反乱発生以降、カーブル政府と地方社会の関

係は希薄化の度合いを強めていたことは看過されるべきではない48。実際、

地方支配の困難に直面したナジープッラーは「分割統治」政策を活用し、自

身の政治的生き残りを図っていたふLがある49。この点は、民族的特性に基

づいた行政単位の創設(第13条)という上記憲法の規定や、 「平和地帯」を

宣言した部族-の高度な自治の付与という約束にも認められる。この点に関

して、政府が自治地域内で生産物の独自の輸送・販売を許可し、それによっ

て人的、物的移動環境を作り出すことで国家経済の枠組みを維持しようとし

たとのルービンの指摘50は、地方支配が困難な状況に直面する当時の状況下

でナジープッラー政府が如何に中央-地方間の有機的関係を創出しようとし

たのかを知る上で興味深い。

他方、戦況は軍事的解決が不可能に近いことを認めざるを得ない状況にあ

り、ナジープッラーはムジャー-ディーン諸勢力の自政権-の取り込みをも

画策している　88年4月5日の上院・下院選挙で、彼はムジャー-ディー

ンに上院82議席(197議席中)、下院62議席(246議席中)を用意するな

ど、この点での政策採用も余儀なくされた52。結局、ムジャー-ディーン側

は不参加を表明したが、選挙の結果召集された議会では議員総数に占める
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PDPAの割合は22.6%-と縮小し53、また首相には非PDPAのモバンマド・

ハサン・シャルクが就任することになる。

「分割統治」政策との関連で、ナジープッラーは政府内の民族バランスに

も配慮した。外相以外はすべてパシュトクーン出身の閣僚を配置し54、国会

議員の民族割合も、パシュトクーン約50%、タジーク30%、ウズベク6%、

ハザ-ラ3%というように、アフガニスタンの民族別規模に概ね沿った比率

とされた55。こうした点から、ナジープッラー政府がPDPAにおいて一度は

否定された多数派民族としてのパシュトクーンの政治的優越性をたとえ表面

的であれ回復し、政権の安定を図ろうとする姿勢を読み取ることができる。

以上のナジープッラー政府の和解政策は、カールマル政府のそれと比べ一

層妥協的な性格を示した。しかし、これらは反政府勢力との停戦ならびに連

合政府の樹立に効果を発揮することはなく、ソ連軍は89年2月に撤退を完

了する。和解政策が失敗した理由としては、カールマル政府と同様の対ソ依

存体質66以外に、和解政策と矛盾する政策を採用していたことが挙げられるQ

確かに政府におけるPDPAの役割は大きく後過したがしかし、国会決議に

対する拒否権行使など、大統領権限は強化されており、その拒否権はあくま

で議員3分の2以上の多数票を獲得した場合のみ、覆すことができる(第96

条)と憲法では規定されていた。また、国軍の統師権を持つ(75条)大統領

の罷免権は認められておらず、そうした大統領ポストや外相、国防相、内相、

秘密警察長官および軍高官は常にPDPA中央委員会構成員か政治局員であ

った57。その点で、確かにカールマル政府とは異なる政策的様相を示したと

はいえ、ソ連軍の撤退を想定58した中でも未だにPDPAの権力保持に固執し

ていた。

(3)ソ連軍撤退後の連立政権樹立を目した和解政策の挫折

ソ連軍の撤退がアフガニスタンにおける戦乱の終結を意味することはな

く、対外戦争は内戦-と姿を変え混乱は継続した59。かかる状況下で、米ソ

の合意により政権を維持したナジープッラーは、引き続きムジャー-ディー

ン諸勢力との連合を模索した60。この時期の国内統一に向けた和解政策につ

いて、未だ十分な資料を確保するに至ってはいない。しかし、ナジープッラ
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-は連立政府の構築を目的に、ザ-ヒル元国王に仲介者としてのアフガニス

タン-の帰還を要請し、交渉相手となる勢力を模索したほか、公式にPDPA

の諸政策を完全に否定するなど、一層柔軟な姿勢を採用したことが特徴とし

て挙げられる。

特に、ソ連軍撤退以前から王政派-の接近を試みていたナジープッラーに

よる元国王ザ-ヒル-の接触が頻繁に報道され始めるのは、 89年9月以降の

ことである。そして、かかる接近がムジャー-ディーン諸勢力の中で穏健派61

との接触機会も生み出したことは注目に値する。

90年3月に彼はザ-ヒルに政治の正常化-の貢献を要請するメッセージ

を発出し、翌4月にはザ-ヒル元国王だけでなく、アフガニスタン民族解放

戦線(NLFA)指導者スイブカトクツラー・ムジャッディディ-62にも帰国

を正式に要請し、両者と電話での和平協議も行った。そして、同8月にナジ

ープッラーはさらにインド公式訪問中にムジャッディディ-と接触し、 11月

には元国王代理やNIFAの代表とジュネーブで極秘裡に接触したo　この際、

ナジープッラーは対話の原則、新政府樹立のための選挙実施上の協定、穏健

派との連合について協議したと言われる。元国王筋は、ザ-ヒル元国王が暫

定政府首班に就任することに同意すれば、ナジープッラーが大統領を辞任す

る用意があると語った旨を発表している63。

一方で、 1990年5月にナジープッラーは憲法改正ロヤ・ジルガを開催し

た。ロヤ・ジルガ開催にあたって、彼は幾度もムジャー-ディーン諸勢力の

参加を呼びかけ、それは実現することはなかったものの、同ロヤ・ジルガ開催

後の6月には党名を「祖国党」 (Hezb-eWatan)に改称するなど、これまで

のイメージを刷新する努力も行っている。そして、党名を改称したこの党の

新綱領の前文は以下の如く記している64.

PDPAは、均衡のとれた外交の推進、党の政治的役割ならびにその社会

的要求と連結を図るといった実践面において、アフガニスタン社会の客

観的、歴史的現実を十分考慮することはなかった。さらに、党は一党支

配と限定的な民主主義の考えに基づいて、社会・経済開発に必要な段階

を踏まえず-数多くの改革を断行した。その結果、党は-教条的な
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観点に閉じ込められることとなった。

このように、上述のロヤ・ジルガで民主主義と複数政党制の導入、ロヤ・

ジルガの権限強化、および均衡の取れた平和共存外交などを謳い、その上で

PDPA時代の失政を認め、過去との決別をアピールしたo　しかしナジープッ

ラーによる反政府組織との連立政府構想に向けた試みは、ムジャー-ディー

ン急進派がパキスタンとサウディアラビアという援助国からの圧力により暫

定政府を樹立し、これに拒否したことで失敗に終わった。ソ連崩壊が秒読み

段階に入った1990年以降、 「マイナスの均衡」 (両国の援助停止)に関する

米・ソ間協議が行われ、 92年1月1日にそれが実施に移された。その結果、

ナジープッラー政権は脆くも崩壊し、上記の和解政策も頓挫することになる。

3.ムジャーへディーンによる国内統一の挫折とターリバーンの台

頭(1992-2001)

(1 )周辺諸国の介入と中央政府の有名無実化

前章で検討してきたように、社会主義政権による一連の和解政策はいずれ

も失敗に終わった。特に、ソ連軍撤退後のナジープッラーによる連合政権樹

立の試みは穏健派勢力との交渉-の道を切り開いたものの、急進派勢力の参

加拒否に遭遇し、成果を挙げることはなかった。

他方、ナジープッラー政権の崩壊に伴いカープルに凱旋したムジャー-デ

ィーン諸勢力は、 「アフガニスタン・イスラーム国」の建設を宣言したものの、

具体的な国家再建の道程を歩めずにいた1980年代末、すでにジャー-ディ

ーン諸勢力は社会主義政権に対瀕する目的で、ペシヤーワルに拠点を置く暫

定政権を樹立していた。しかし、 88年にその首班を勤めたアフマドシヤー・

アフマドザイ-が「これまでジャーナリストや報道機関とのインタビューと

会見以外の職務を行うことはなかった」 65と述べたように十分機能した政府

とは言えなかった。その主たる原因は諸勢力間の内部分裂であった。 90年代

に入ると、この内部分裂は国際政治も絡んだムジャー-ディーン諸勢力間の

権力闘争に発展することになる。冷戦の終結後、米・ソ両大国に代わり周辺

国による自国の国益に適ったムジャー-ディーン勢力-の支援が行われ、そ
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れは新政権の発足と国内の再統一に向けたこれら勢力間の協調姿勢の形成を

一層困難なものとしたのである。

ソ連軍撤退以降、米国のアフガニスタン-の関心は急激に薄れたが66、ソ

連邦解体後のロシアは、一転してムジャー-ディーン勢力-の援助を開始し

ていた。他方、ムジャー-ディーン-の援助国パキスタンには、ソ連軍撤退

後もアフガニスタン問題-介入し続ける一貫した動機があった。すなわち、

パシュトクーン・ナショナリズムの高揚を抑制し、パシュトクーニスターン

問題の再発を防ぐと共に、インド対パキスタンという構図をインド(ヒンド

ゥー国家)対ムスリム国家に置き換えるために、イスラーム国家の樹立を目

指す急進派-の支援を行うというものである67。また、対ソ戦開戦時からム

ジャー-ディーン支援を行っていた中東諸国の中でも、とりわけサウディア

ラビアの場合には、 1979年の革命を経たイランの「イスラーム革命輸出」阻

止がその動機となってきたと言える。

これらのうち後者2カ国は、ソ連軍侵攻以来それぞれが支援してきた、グ

ルプッディーン・ -クマティヤール率いるギルザイ-主体の「イスラーム党

-クマティヤール派(Hezb-eIslami-yeHekmatiyar)」とアブドウル・ラス

-ル・サヤーフ率いる「アフガニスタン自由のためのイスラーム連合

(Ettehad-e Islami baray-e Azadi-ye Afghanestan) 」を援助したoこれら2

勢力は、急進派勢力の中でもより強硬な立場をとっていた。これに対してロ

シアは、急進派の中でも穏健な立場をとるブルハヌッディーン・ラッパーニ

ー率いる「アフガニスタン・イスラーム協会(Jami'at-e Islami-ye

Afghanestan) 」を支援することで対抗した.

さらに、ソ連軍の撤退後にアフガニスタン問題に介入した国には、イラン

と中央アジア新興諸国のうちウズベキスタンおよびタジキスタンがある。 88

年8月に対イラク戦を終えたばかりのイランは、それまでのバザーラ系シー

ア派諸勢力-の分散的支援に代えて、 90年から「イスラーム統一党(Heztre

Ⅵ血dat-e Islami)」に支援を一本化し、関与の度合いを深めた。ウズベキス

タンは、 92年にナジープッラー子飼いの北部地域有力民兵集団が謀反を起こ

し結成されたアブドウル・ラシード・ド-ストウム指導下の「イスラーム国

民運動(Jonbesh-e Melli-ye Islami) 」を、タジキスタンは上記タジークが主
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体となるJIAを支援した。

こうした外国からの支援・介入に加え、これら諸勢力は各支配地域内で関

税を取り、さらには麻薬栽培を通じて自組織の大規模化を図った。他方で、

王制の復活による国内の安定化を目指したパシュトクーン主体の穏健派諸勢

力は、徐々に政治舞台からその影響力を失っていった1990年代には、特に

HIHとJIAの対立を軸として、各諸勢力入り乱れる内戦が展開されたJIA

は、 1974年以降「イスラーム協会」の新指導者となったラッパーニーが、そ

のまま組織名称を引き継いだ組織であり、 HIHは、タリーカの教団長や宗教

学者との協調も辞さないラッパーニーの柔軟な政治姿勢に反対し、 75年に離

反して作られた組織である。内戦の継続要因には、こうした組織間の過去の

因縁とでもいうべきものがあったと考えられる。また、各勢力間での政治的

イデオロギーとしてのイスラーム解釈をめぐる相違も、どの程度内戦激化に

影響を与えたのか定かではないとしても、各勢力間の統一を阻んだ要件とし

て指摘できる68。しかし、国内での戦闘が展開されてゆく中で最も顕著な内

戦の継続要因になったのは、指導者個人の政治的野心であったと言えるかも

しれない。

ナジープッラー政権の崩壊後、直ちに首都カープルを占拠したムジャー-

ディーン諸勢力は、 92年4月にペシヤーワル合意を締結し、臨時政府として

暫定評議会を設置した。しかし、この評議会の樹立はムジャー-ディーンに

よる国内統一-の一歩を意味しなかった。まず、 -クマティヤールが前社会

主義政権に仕えたド-ストウムの政界入りに反対し、合意-の調印を拒否し

たことから見ても、その合意自体が不完全なものであったと言える。 2ケ月

の任期で臨時大統領を務めたムジャッディディ一に代わって、 6月からその

任を引き継いだラッパーニーは、任期終了の10月28日に自身の任期を強引

に45日間延長した。さらに、その任期が終了する12月28日には、 1,335

名が参加した「決議と和解の評議会」を開催し、そこでの決定を受けて彼は

暫定政府大統領に就任した.しかし、 10%程のド-ストウム派を除きJnが

この評議会参加者の大半を占め、暫定評議会の発足から政界に参画してきた

シーア派のイスラーム統一党すらもボイコットしたほどであった　92年4

月、ラッパーニーは自政権の正統性確保のために、憲法制定を目指した。そ
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の草案には、アフガニスタンを一体性のあるイスラーム国家と規定し、シャ

リーアによる統治が明記されていた。しかし、かかる内容の憲法制定は実現

することなく、以後も首都カープルを中心に諸政党間の戦闘激化が続いた70。

93年3月には、一向に終息する気配のない内戦状況から方針を変更せざる

を得なくなったサウディアラビア、パキスタン、イランの呼びかけで、内戦

停止と中央政府の安定化を目的としたイスラーマバード合意が締結される。

その内容は、ラッパーニーが引き続き大統領を務め、 -クマティヤールを首

相に任命するもので、両者の権力配分を多分に意識したものであった。しか

し、マッカ・カアバ神殿で調印され、国連からも歓迎されたこの合意も、内

閣解散と国防相任命をめぐる権限問題が大統領ラッパーニーと首相-クマテ

ィヤール間での対立を惹起し、最終的な解決策とはならなかった710

以後、 1996年のクーリバーンによるカーブル陥落まで、ムジャー-ディー

ン諸勢力は離合集散を繰り返しつつ、権力闘争を続けた。その結果、急進派

勢力が唱えていたイスラーム国家樹立による国内統一も実現することはなか

った。 92年から94年までの戦闘で首都カープルの半分は破壊され、同市氏

約2万5千人が殺害され、難民1万人がパキスタンに流出したと言われる72。

(2)地方「擬似」政府の乱立と南部地域の不安定化

ところで、カープルとその周辺で戦闘が繰り広げられている頃、地方では

有力軍司令官により一定度の安定が確保されていたことは、現在も政雇する

軍閥の存在との関係からよく知られている。軍事司令官が地域ごとにシュー

ラー(評議会)を設置し、それを通じて中央政府に代わり各地域を支配して

いたのである。

対ソ戦争期には、シューラーはそもそもソ連軍による攻撃の大規模化に対

する各戦闘地の司令官同士の協力関係を築くための協議の場として組織化さ

れていた。例えば、 1987年6月にはJIA司令官イスマ-イ-ル・ハーンの

下に司令官約1,200人が集まって開催されたシューラーでは、ナジープッラ

ー政権から提起された和解提案の是非が協議された73。また、ペシヤーワル

を拠点とする指導部に届けられた援助物資を直接軍司令官に配分するため、

90年5月に組織化された「国家司令官シューラー」にはHIH以外の司令官
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も多数参加していた74。このような対ソ戦時代から設置されたシューラーは、

被支配民族居住地域だけでなく、地方各地で徐々に擬似政府機能を持つ存在

として成立していくようになった。

タジークが多く居住する北東部は、対ソ戦争の末期から、 JIA司令官アフ

マドシヤー・マスウードの北部監視評議会(North Supervisory Council)の管

理下にあり、種々の行政組織もそこから生まれていった75。また、ウズベク

とバザーラが多く居住するアフガニスタン北部では主にド-ストウムが、タ

ジークの多い西部ではイスマ-イ-ル・ハーン、そしてギルザイ-諸部族が

主に居住する東部においてはそれらパシュトクーン集団から構成される東部

評議会が、 NSCと同様の擬似政府を発達させていた76。

一方、主にバザーラが集中的に居住する中央部バザーラジャートも同様の

統治機構を有していた。しかし、ソ連軍ならびにカープル政府が81年以降

この地域での軍事活動を中止しており、対ソ戦争の初期段階からかなりの自

治を享受していたことから、上記諸地域と異なる事情が存在したと言える77。

その間種々の権力闘争を繰り返してきたバザーラはしかし、上述の如く新た

に結成されたイスラーム統一党の支配地域となっていく。さらに、バザーラ

あるいはシーア派の政治的台頭に関して付言すれば、 80年代の戦況の変化に

伴い、彼らはアブドウツラフマ-ンの遠征以後定着した従属的地位から自ら

を解放する努力を重ねてきたと言える。それはスンナ派諸勢力との関係の中

で政治的発言力の獲得と共に、民族的、宗派的な少数派としてのアイデンテ

ィティ強化の過程であったと言い換えることもできる。これとの関係で、パ

シュトクーン側からイスラーム統一党結成後のシーア派バザーラに対して突

き付けられた以下の提案は興味深い78。

1)シーア派は自身が所有する重軽火器全てを引き渡し、以後国の命運に

関わる諸決定について権利や利益配分を要求すべきではない。過去と同

様の生活を継続するのだ。

2)アフガニスタン国境はシーア派が国を去ることができるように開放

されている。自らが希望するイランやその他の国に行くことが望ましい。
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3)シーア派が頑迷に服従することなく、上記二つの選択肢のうちの一つ

の受諾に武力で挑戦するのであれば、彼らの全ての抵抗を残滅し、大量

虐殺を行わねばならず、彼らは全滅することになろう。

ハザ-ラがカープルでの権力闘争に関わる中で、彼らが受諾すべきものと

して提示されたこれら選択肢は、ドゥラトア-バーディーの研究において紹

介されている。そして、あくまでそれらは「噂」とされているが、しかしこ

うした噂の流布自体に、当時のイスラーム統一党の政治的台頭に対するパシ

ュトクーンの警戒の度合いが窺える。実際、 1992年に既述の憲法制定構想が

議論されていた頃、同党は連邦制導入を盛り込んだ独自の草案を提出した。

その草案では、従来のハナフィー法学派に加えて、バザーラが信奉する12

イマーム・シーア派ジャアフアリー学派も「公定法学派」に位置付けるよう

に要求されていた79。無論、ラッパーニー政権側はそうした要求を草案に組

み込むことはなかった。アブドウツラフマ-ン政権以来、スンナ派の支配に

曝されてきたシーア派ハザ-ラの屈辱的な歴史からすれば、統一党の以上の

如き政治的要求は明らかに、内戦を通じたシーア派ムスリムの発言力の拡大、

それに対するパシュトクーンを中心としたスンナ派の危機意識を示している。

それ故にこそ、上記の噂が実しやかに流されたのではないかとも考えられる。

ところで、ドゥツラーニーの本拠地の南部地域では擬似政府が皆無に等し

い状態にあった。同地域を代表するパシュトクーン主体の穏健派組織はこの

時期、すでに弱体化していたからである。また、唯一大規模なパシュトクー

ン主体組織であるHIHの指導者-クマティヤールは、北東部出身のギルザ

イ一系パシュトクーンであったため、ドゥツラーニー内部での彼の影饗力は

取るに足らないものであったBO。それ故、南部は諸部族の各コミュニティが

政治的自由を享受する反面、一部ムジャー-ディーンの盗賊化から犯罪が多

発する無法地帯でもあった。かかる状況下で、 1994年10月に「世直し運動」

的な性格を有するタ-リバーンがアフガニスタン紛争史に突如登場し、南部

地域での治安確立に従事すると共に、支配領域を急速に拡大していく。
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(3)ターリバーンの台頭とパシュトウーン支配の再確立

さて、クーリバーンの台頭の背景には中東全体でのイスラーム復興運動の

高揚や上記の南部地域での治安の悪化に加え、パキスタンの援助戦略が深く

関係していた。激化する内戦から、対アフガニスタン政策に行き詰まりを感

じていたパキスタン政府は、アフガニスタン問題に対する方針を変化させよ

うとしていた　HIHが首都制圧だけでなく、パシュトクーン系諸部族との友

好関係の構築にも失敗したことにより、対-クマティヤール支援を再検討せ

ざるを得なくなっていた81。他方で、ソ連崩壊後に成立した中央アジア新興

諸国の存在は、貿易・資源開発と共に、政治的影響力の促進においても重大

な国益拡大の可能性をパキスタンに与えていた。かかる状況下で93年に成

立した第2次べナズィ-ル・プット-政権内相で、自らがパシュトクーン出

身のナースイロツラー・ハーン・バーバル退役将軍は以下の如く報告してい

る820

当面アフガニスタンに安定や国家統一はないと推測される。また、パキ

スタンに中央アジアとの関係拡大を待つ余裕はない。カーブルを占拠し、

アフガニスタンの安定化を目指す-クマティヤールの疑わしい主張に

頼るより、パキスタンはそこに存在する如何なる勢力であれ、取引すべ

きである。ペシヤーワルからカープル、そしてサラン峠を抜けタシュケ

ントに至るルートが、カープルでの戦闘で遮断されるのであれば、パキ

スタンはクエツタからカンダバール、そして-ラートからトルクメニス

タンといった西側ルートの開通を模索すべきである。

こうしたパキスタン政府内部でのHIHに代わる新たな政治集団模索の動

きと並行し、タ-リバーンの組織化に関係してきた「イスラーム宗教学者協

会(Jami'at-eUlama-yeIslami) 83」は、プット-が指導する「パキスタン

人民党(Pakistan's People Party)」と連立内閣を結成した。 JUIは政治的

影響力の弱さから、それまでアフガニスタン問題の意志決定過程に関与する

機会はなかったが、この政府-の参加によってタ-リバーン支援を現実化す

る点で中心的役割を担っていく。
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以上の如きパキスタン政府の内部変化によって、タ-リバーンはアフガニ

スタン政治に突如躍り出た。パキスタンの全面的支援とその後アル・カーイダ

との関係強化を果たしたタ-リバーンは、南部を拠点に支配領域を急速に拡

大した1996年5月に首都制圧に成功し、 98年末までにアフガニスタンの

国土の約9割を支配下に置くまでとなった。特に中央部および北部制圧の際

には、ハザ-ラ系シーア派ムスリムの大虐殺に着手した。これは先に挙げた

第三の選択肢を実行したとも言える。

「平和の回復、一般住民の武装解除、イスラーム法(シャリーア)の実施、

アフガニスタンの一体性確保とイスラーム的特質の保全84」といったスロー

ガンに集約されるように、イスラーム復興の「世直し運動」としての性格が

急激なクーリバーンの躍進に不可欠な大衆動員力を支えたことは確かである。

しかし、この勢力の民族/部族構成を鑑みれば、いま一つの要因を見出す

こともできる。すなわち、 96年のタ-リバーン政権発足時に設置された最高

評議会(カンダバール評議会)の民族構成は、 10人中9人がパシュトクーン

であり、そのうち6人がドゥツラーニー出身であったという。また、 98年次

のカーブル評議会も17人中11人がパシュトクーンであり、そのうち8人が

ドゥツラーニー出身であった850　さらに、最高評議会から地方に派遣された

州知事らも南部カンダバール出身のパシュトクーンであった旨指摘されてい

る86。

また、タ-リバーン政権から発出されたフアトワ- (宗教令)の性格から

も、このパシュトクーン的要素を見出すことができる。各地の支配・従属化

の手法として多用されたフアトワ-の発布は、タ-リバーンの構成員を数多

く輩出したパキスタン北西辺境州やバローチスターン州の神学校が概ね所属

するデーオバンド学派の特徴でもある。この布告のなかでも、聖者崇拝の禁

止、女性の外出・就労・教育の禁止、窃盗など犯罪行為の禁止といった内容

は良く知られている。そして、こうした宗教令はパシュトクーンの部族的慣

習「パシュトクーンワ-リー」を反映したものであったと言われている87。

上述の対シーア派虐殺行為からも、タ-リバーンの政治的台頭にはパシュト

クーン(・ドゥツラーニー)支配、および「S-P-M」の再建という性格は

見え隠れすると考えられる。
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2001年の米国主導による「報復」攻撃により崩壊したタ-リバーン政権に

ついては未だ詳細な資料が多いとは言えない。そのため、今後の研究課題と

せざるを得ないが、これまで特に欧米の研究で顕著な「タ-リバーン」 - 「原

理主義組織」との一方的な見方ではなく、アフガニスタン政治史との関係で

表出するパシュトクーン支配の再興による国内統一の試みという観点から、

クーリバーン支配期を考察することは今後の課題としたい。

おわりに

1747年にドゥツラーニー部族連合国家として成立したアフガニスタンは、

アブドウツラフマ-ン政権期における英・露の「緩衝国」化に支えられ、領

域国家としての歩みを始めた。そこにおいて、アブドウツラフマ-ンは中央

集権的政治体制の樹立に向けた政策展開を行ったが、それは非パシュトクー

ン系少数民族/部族、そしてシーア派ムスリムを基本的に差別化し、政治体

制から排除する、 「S-P-M」支配体制に他ならなかった。確かに、第一次

大戦後にアマ-ヌッラー政権による「国民創造」の試みは例外的にあったも

のの、王族支配期においては概ねこの「S -P-M」体制がアフガニスタンで

支配的であった。

しかし、アフガニスタンでの漸進的な近代化政策の影響下で着実に内部的

な変化が現れ始めていた。それはソ連-の留学を含めた社会主義的イデオロ

ギーに感化された学生や軍将校たちを中心に結成されるPDPAの成立と活

動、さらに他方でそうした動きに警戒感を募らせ、イスラーム的な政治社会

秩序の再構築を図ろうとする政治組織の創設にも見られる。本論で記したよ

うに、 1978年「サウル革命」はそれまでアフガニスタンを支配してきた「S ・

P ・ M」の支配を覆し、非パシュトクーン系民族/部族がPDPAを通じて広

く政権参加を遂げる機会となったのである。その意味で、 「サウル革命」はア

フガニスタン政治における一つの転換点となったと言うことができる。

しかし、ハルク派とパルチャム派間で展開された内部対立を内に率んだ

PDPA政権は多数派民族パシュトクーンを中心にその他少数民族/部族諸集

団がイスラーム的な社会秩序の存続を図ろうと結集したムジャー-ディーン

諸勢力からの激しい抵抗に遭遇した。もちろん、 79年12月にアフガニスタ
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ン侵攻・占領を実施したソ連軍によって軍事的に支えられたPDPA政権は

種々の融和的な「和解政策」を採用した。しかし、それらは全て国内統一を

図る点で有効な措置とはなり得ず、ソ連占領軍の撤退と共にPDPA政権も主

に米国からのパキスタンを経由した大量の武器・兵器で武装したムジャー-

ディーン諸勢力の抵抗の前に崩れ去るしかなかった。

他方、ムジャー-ディーン勢力の場合にも容易に国内統一に向けた建設的

歩みを始めることができずにいた。ムジャー-ディーン諸勢力は、民族/部

族的相違を克服するイスラームを掲げ、イスラーム国家の樹立に国内統一の

望みをかけた。しかし、ロシア、パキスタン、さらにサウディアラビアとい

った諸外国からの支援や介入も手伝い、ナジープッラー政権崩壊後に且られ

た指導権争いは明確な権力闘争に移行し、各派間での内戦に突入していくか

らである。その結果が中央政府の有名無実化だけでなく、被支配民族居住地

域での擬似政府の乱立と南部パシュトクーン居住地域に生じた無秩序状態で

あった。

1994年の結成以降、支配領域を拡大するタ-リバーン政権が急速に政治的

台頭を遂げた背景には、確かに中東域内で広範に認められるイスラーム復興

運動がある。しかしそれだけでなく、むしろ重要なのはこの勢力の民族・部族

的構成比から見て取れるパシュトクーン( ・ドゥツラーニー)支配の再構築

的性格である。それは78年「革命」に対するパシュトクーン側での政治社

会的反発でもあり、そこにかつての「S-P-M」支配に内在した民族的、宗

教的差別の性格が踏襲されていたことを忘れてはならない。

以上から、現代アフガニスタンの国内政治の展開をまとめるとすれば、パ

シュトクーン(・ドゥツラーニー)支配の撤回はパシュトクーン多数派社会

の側での反発から、政権側での正統性確保に困難が生じ、ひいては政府の機

能停止状態ももたらされることになり、結果としてパシュトクーン(・ドゥ

ッラーニー)支配の復活さえも招くことになる。しかし、このパシュトクー

ン(・ドゥツラーニー)支配は必然的に「S-P-M」の延長線上にあり、そ

の点で既に政治的自覚を強めている非パシュトウ-ン系少数民族を差別化す

るが故に、抵抗に直面することになろう。それは78年「革命」の再発によ

るアフガニスタンの一層の不安定化を導くという悪循環に陥る可能性もある。
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78年に否定された「S-P-M」を内在したパシュトクーン(・ドゥツラ

ーニー)による国内統一原理は、四半世紀におよぶ混乱を経た後に、タ-リ

バーン政権により再度復活された。この政権は2001年10月の米国主導のア

フガニスタン戦争により崩壊を余儀なくされたが、ポスト・タ-リバーン期の

アフガニスタンにおいて、ドゥツラーニー系ポーパルザイ-出身のバーメ

ド・カルザイ-が現在も国家元首を務め、ザ-ヒル元国王88が一代限りの国

父として祖国に迎えられたことに鑑みても、今後、パシュトクーン(・ドゥ

ッラーニー)が国内統一原理の一部として重要な役割を果たすことは間違い

ないだろう。それは今や政治的に台頭した被支配少数民族が政治舞台-の参

加を当然の権利とした政治状況の中で、常に上記の如き悪循環に陥る危険性

を窄んだものである。

以上の認識を前提として、現在のアフガニスタンにおいてパシュトクーン

( ・ドゥツラーニー)を安定的国内統一の原理として今後有効に作動させる

ため、如何なる方策が構想できるであろうか。それは、王族支配期を通じて

国内統一原理に内在してきた「S -P-M」という差別的性格と決別し、多極

共存型民主主義を模索する長期的な取り組みが真剣に続けられる以外にアフ

ガニスタンの平和と安定-の打開策はないように考えられる。
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